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要 旨 

 

１ 技術、情報の内容及び特徴 

（１）「静岡型銘柄豚」生産のための種豚である、大ヨークシャー種系統造成豚「フジヨーク」

の後継豚、「フジヨーク２」が完成しました。 
（２）「フジヨーク２」は「フジヨーク」と同等の産肉能力であり、肢蹄の改良により、強健性

が増し、飼いやすい種豚となりました。 
（３）「フジヨーク２」は、ＤＮＡ分析によるトレーサビリティーが可能となり、「静岡型銘柄豚」

に「フジヨーク２」が利用されているか確かめられるようになりました。 
 

２ 技術、情報の適用効果 

（１）「フジヨーク２」の完成により、好評を得ている「静岡型銘柄豚」の生産が持続可能とな

りました。 
（２）「静岡型銘柄豚」生産だけでなく、種豚生産の素材豚として利用可能です。 
 

３ 適用範囲 

（１）「静岡型銘柄豚」生産農家 

（２）一貫経営、子取り経営など、種豚生産農家 

（３）養豚関係に従事する指導員 

 

４ 普及上の留意点 

 「フジヨーク２」は、ＳＰＦ豚で、これまでの研究で馴致方法も確立されていますが、導入

時には、衛生管理の徹底をお願いします。 
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はじめに 

本県では、昭和 62 年に中小家畜試験場の開設に伴い、全国で始めて SPF（特定疾病不在）環境

での系統造成を開始しました。当時は国が雄系の造成、各県が雌系の造成を実施することで進め

られていました。本県では、他の県にランドレース種が多数造成されていたことと、繁殖性の改

良に大ヨークシャー種が適切であると考え、大ヨークシャー種を造成し、平成 6 年に「フジヨー

ク」として認定されました。SPF 環境のため雄系の系統豚の入手が衛生上困難なことから、平成

4 年からデュロック種の造成を計画し、肉質を改良目標に加え、平成 9 年 3 月に高品質系統豚「フ

ジロック」として認定されました。そして、現在、系統造成豚の特徴を十分発揮させるため、本

県造成の W 種「フジヨーク」に、相性の良い L 種「ニホンカイ L2」を交配し、さらに、生産され

た F1 母豚に、D 種「フジロック」を交配し、静岡型銘柄豚「ふじのくに」として、県内の養豚農

家での生産拡大を図っています。これら系統豚を利用した静岡型銘柄豚生産が定着する中で、「フ

ジヨーク」の近交係数上昇に備え、平成 16 年から、後継大ヨークシャー種の造成を開始し、こ

のたび「フジヨーク２」が完成しましたので紹介します。 

 

１ 系統造成の基本計画 

（１）「フジヨーク２」造成の目標 

「フジヨーク２」は、「フジヨーク」に替わって「静岡型銘柄豚」を生産する種豚として利

用することを目標に造成されました。また、「フジヨーク」は繁殖性の改良に重点を置いてき

ましたが、「フジヨーク２」は、飼いやすさを改良することも目標に加え、肢蹄を改良し、強

健性をつけることとしました。さらに、トレーサビリティーの確立を実現させることを目標と

し、ＤＮＡ分析技術の利用を可能としました。 

   

（２）基礎豚の選定とＳＰＦ化 

他県で造成された大ヨークシャー種系統豚から、オーエスキー病やＰＲＲＳ（豚繁殖・呼吸

障害症候群）などの家畜伝染病の発生の無い地域で維持されている系統を選びました。すでに

造成された血縁関係を持った系統豚を導入することで、「フジヨーク２」の造成期間が短くな

ります。 

基礎豚とする豚は、富山県、徳島県、岐阜県から妊娠豚 5 頭を導入し、帝王切開によりＳＰ

Ｆ化しました。ＳＰＦエリアに導入した群から発育、肢蹄が良好な個体を選抜しました。その

結果、富山県由来雄 4 頭、雌 8 頭、徳島県由来雄 4 頭、雌 9 頭、岐阜県由来雄 4 頭、雌 4 頭、

「フジヨーク」から雄 4 頭、雌 16 頭を選抜し、基礎豚としました。 

「フジヨーク２」の系統造成の基本計画を表 1 に示しました。基本計画は 1 世代 1 年とし、

第一次選抜を 8 週齢で行い、原則として各腹から雄 1 頭、雌 3 頭を選抜しました。第二次選抜

は 90kg で BLUP 法及び独立淘汰選抜法を用いました。給与飼料は表 2 のとおりです。その他の

管理は大ヨークシャー種系統造成（知久ら 1994）およびデュロック種系統造成（堀内ら 1996）

と同様としました。 
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表１ 系統造成基本計画 

分娩（帝王切開） 第１次選抜 第２次選抜 交配 分娩

♂150 30 15 10 10
♀150 90 40 40 30   

表２ 給与飼料 

給与期間 ＴＤＮ（％） ＤＣＰ（％）

人工乳A 14日齢～35日齢 87.0 21.0
人工乳B 35日齢～30kg 81.0 18.0
肥 育 B 30kg～70kg 77.0 16.0
肥 育 C 70kg～90kg 77.0 14.0

種豚 種豚用飼料 90kg～ 72.0 14.5

区        分

子   豚

育成豚

 
 

（３）選抜の方法 

  産肉形質である一日平均増体重（DG）、背脂肪の厚さ（BF）、ロース断面積（EM）については

BLUP 法を用いて選抜しました。肢蹄の選抜については独立淘汰選抜法を用いました。 

ア BULP 法 

 総合育種価を与える式、遺伝的パラメーター及び改良目標値を表３に示しました。遺伝的パ

ラメーターは「フジヨーク」系統造成で第一世代から第七世代までプールした値（知久ら 1994）

を使用しました。総合育種価を与える式は第一世代、第二世代の分散を用いてプログラ

ム”Sindex”（佐藤 1996）を利用して作成しました。多型質総合育種価 BLUP を推定するため

にプログラム”MBLUP3”を利用しました。世代、性別を母数効果としました。 

一日平均増体量(DG)は十分な値であったため改良目標を 0g としました。また背脂肪の厚さ(BF)

の改良目標を-0.5cm、ロース断面積(EM)を 6cm2としました。 

 

  表３ 希望改良量と遺伝パラメーター 

 

BF(cm) EM(cm2) DG(g/day)

BF(cm) -0.5 0.68 0.49 0.16

EM(cm2) 6 -0.24 0.49 -0.19

DG(g/day) ±0 0.08 -0.06 0.58

遺伝的パラメーター（対角線上遺伝率、右上遺伝相関、左下表型相関）
選抜形質 希望改良量

 

＊ DG：30kg～90kg BF 及び EM：90kg 時測定（体長の中央部） 
＊ 遺伝率：遺伝の強さ、遺伝相関：遺伝的に各形質間で影響を与える強さ、 

表型相関：表からみて各形質間で影響を与える強さ 
総合育種価算出式 

H＝‐3.842379*BF＋2.580285*EM＋0.014822*DG 

  

イ 総合育種価算出式の改定 

第三世代まで、上記(3)のアで算出した総合育種価算出式でそれぞれの豚について、育種価

を推定し、選抜を実施してきましたが、より正確な選抜ができるよう、改良している豚の群の

成績を用いて、総合育種価算出式を改定しました。一日平均増体量(DG)をやや改良するため目

標を 60g としました。また背脂肪の厚さ(BF)の改良目標を-0.2cm、ロース断面積(EM)を 2cm2

としました。また、この総合育種価算出式に、前肢管囲、後肢管囲も入れて、産肉形質の改良

と、管囲の太さの改良を総合的に実施できるようにしました（表４）。 
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表４ 改定した希望改良量と遺伝パラメーター 

 

BF(cm) EM(cm2) DG(g/day) 前肢 後肢

BF(cm) -0.2 0.50 0.14 0.19 -0.24 -0.17

EM(cm2) 2 0.05 0.52 -0.12 -0.04 -0.03

DG(g/day) 60 0.22 -0.30 0.75 -0.03 0.03
管囲前肢 0.2 -0.37 -0.04 -0.07 0.81 0.81
管囲後肢 0.6 -0.35 -0.02 0.00 0.85 0.74

遺伝的パラメーター（対角線上遺伝率、右上遺伝相関、左下表型相関）
選抜形質 希望改良量

 
＊ DG：30kg～90kg BF 及び EM：90kg 時測定（体長の中央部） 

＊ 遺伝率：遺伝の強さ、遺伝相関：遺伝的に各形質間で影響を与える強さ、 

表型相関：表からみて各形質間で影響を与える強さ 

総合育種価算出式 

H＝-3.48902*BF＋0.522852*EM＋0.014256*DG-6.46556*管囲前肢平均+8.495287*管囲後肢平均 

 

 ウ 肢蹄の選抜 

 肢蹄はつなぎの形状および蹄の形状についてスコアをつけ、さらに管囲を測定し選抜しまし

た。つなぎの形状評価は National Pork Producers Council(1995)で報告されている肢蹄形状

の 5 段階評価法を用いました（つなぎスコア：図 1）。蹄の形状評価は岐阜県、愛知県方式の評

価法を用いました（蹄スコア：図 2）。さらに管囲を測定しました。つなぎスコアで１、２であ

るものは除外しました。また蹄スコアで１であるものを除外しました。管囲に関しては上位

90％以内にある個体のみを選抜しましたが、第三世代以降は総合育種価算出式で評価を行いま

した。 

    

図１ つなぎの評価法 

National Pork Producers Council:Genetic Evaluation Terminal Line Program Result 

(1995)P.75 より抜粋 

外見によりつなぎの形状について１～５のスコア。５は良い、１は悪い。 
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図２ 蹄の評価法 

 
蹄の先端が両方尖っているものを１、蹄の左右が不ぞろいなものを２、 

蹄の先端が丸く揃っているものを３。３が良い、1 が悪い。 

 

 

２ 造成過程に於ける成績の推移 

（１）改良形質の成績推移 

育成豚の世代ごとの成績の推移を表５、図３に示しました。 

 一日平均増体重は、第三世代までやや低下する方向でしたが、総合育種価算出式を改定し、改

良されましたが 終世代で再び低下する結果となりました。 終的に雄で目標の 1,000g は維持

しましたが、雌で 837g と目標に到達しませんでした。背脂肪厚は雄、雌ともに第四世代で目標

値に近づきましたが、 終世代でやや厚くなりました。ロース断面積は雄、雌ともに目標値に到

達しました。管囲は、前、後ともに、雄、雌の平均値で目標に到達しました。総合育種価の推移

は、改良形質の遺伝的な能力も含めた評価となります。その値は、第三世代以降右上がりに伸び

てきました。 

 

表５ 改良形質の世代ごとの推移 

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀
1 1112 994 2.70 2.79 27.22 28.17 16.80 15.89 17.50 16.62
2 1110 918 2.49 2.63 28.61 29.96 16.58 15.93 17.30 16.57
3 1024 861 2.48 2.70 32.11 33.62 16.89 16.01 17.43 16.51
4 1080 922 2.54 2.48 34.18 33.51 17.52 16.32 18.23 16.94
5 1003 837 2.69 2.66 34.69 34.76 17.16 16.12 18.26 17.07

管囲（前cm） 管囲（後cm）
世代

ＤＧ(g) ＢＦ(cm) ＥＭ(cm2)

 

 

 

 

 

1 321 32
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             図３ 改良形質の世代ごとの推移 

 

 

（２） 体尺測定値と体型 

育成豚の体尺測定値を表６に示しました。特徴としては、やや体長が短く、巾と深みがある、

骨太の外観です。管囲が太くなったと同時に、蹄の形状、繋ぎの形状についても選抜してきまし

たので、繋ぎが適度にやわらかく、蹄も左右そろい、しっかり開いた安定したものが多くなりま

した。足がしっかりしたので、分娩時等の足による事故はほとんどありません（写真１）。 
 

表６ 体尺測定値 

区　　分 体長 体高 胸囲 前幅 胸幅 後幅 胸深

♂ 105.8 62.3 102.1 30.5 26.4 29.7 31.7
♀ 107.0 62.3 101.8 28.9 26.0 29.1 31.6  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雄

雌

目標値

１日平均増体重(g/day)

0
200
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1 2 3 4 5
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2
)
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総合育種価
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1
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3
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第四世代雄             第五世代雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第四世代妊娠豚            第五世代雌 

 

写真１ 造成豚の体型 

 

（３）繁殖成績 

 世代ごとの繁殖成績を表７に示しました。第二、四世代で平均産子数が 10 頭でしたが、他の

世代でやや低くなりました。系統造成の場合に、約２ヶ月の間に交配を集中させることで、毎世

代の分娩、検定時期を統一させる必要もあり、やや日齢の若い豚の交配もあります。 

また、人工授精でもあり、初産でもあるということで、繁殖成績に及ぼすマイナス要因がある

ことは確かです。しかし、雌系で利用することは、やはり、繁殖成績が気になるところです。そ

こで、二産目の成績を調査したところ、平均総産子数 10.78 頭、平均離乳頭数 10.11 頭という成

績でした。今後、これらの種豚を維持することになりますが、繁殖成績の改良にも努めて生きた

いと考えます。 

 

表７ 繁殖成績 

世代 分娩腹数 総産子数 哺乳開始頭数 離乳頭数

0 37 9.16 8.54 7.73
1 31 8.00 7.81 7.58
2 36 10.14 9.19 8.58
3 28 8.86 8.14 7.64
4 31 10.00 9.10 8.55

２産目 9 10.78 10.78 10.11  
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３ トレーサビリティーの確立 

今回の「フジヨーク２」の造成の目標に、トレーサビリティーの確立があります。当時は、食

品の偽装表示に対する消費者の不信感が高まり、品種や産地を科学的に証明する手法の開発が急

がれていました。そこで、DNA 分析技術を確立し「静岡型銘柄豚」の生産に「フジヨーク２」が

使われていることを証明する方法として開発しました。 

「静岡型銘柄豚」は、「フジヨーク２」の雌にランドレース種の雄を交配して WL という雑種を

生産します。この WL に「フジロック」の雄を交配することで、いわゆる三元交雑豚が、肉豚と

して生産されます。DNA 分析により「静岡型銘柄豚」を証明するには雌系に「フジヨーク２」、雄

系に「フジロック」が使われていることを明らかにしなければなりませんが、純粋種の品種判定

のように核 DNA のある領域をマーカーにする場合、雄系の「フジロック」のマーカーは確実に受

け継がれますが、WL の母系に使われた「フジヨーク２」のマーカーは、必ずしも三元交雑種の静

岡型銘柄豚に受け継がれるとは限らないので、核 DNA のマーカーを母系の識別に用いることはで

きません。そこで、今回ミトコンドリア DNA(mtDNA)に着目しました。ミトコンドリアには核の

DNA とは別に独自の mtDNA が存在し、その遺伝様式は母親の mtDNA のみが子供に伝わり、父親の

mtDNA は次世代には伝わらないという母系遺伝の様式をとることが特徴です。したがって、系統

内の mtDNA をその他の系統と識別できるような特異的なタイプに統一すれば、三元交雑豚につい

ても「フジヨーク２」を利用したことを mtDNA によって証明することができます（図４）。 

三元交雑豚の母系が判別できれば、「フジヨーク２」を母系に用いた「静岡型銘柄豚」を証明

することができ、トレーサビリティーシステムの中で、産地や品種の履歴を流通段階で科学的に

追跡することが可能となります。DNA 分析の方法は PCR-RFLP 法という方法ですが、1 日あれば結

果が出る簡便かつ確実な検査法であり、「静岡型銘柄豚」の豚肉のトレーサビリティーが確立さ

れました。 
 

または

フジヨーク２♀ ランドレース♂

ミトコンドリアＤＮＡ

フジロック♂

静岡型銘柄豚
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図４ 静岡型銘柄豚のトレーサビリティー 
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４ 血縁係数、近交係数の推移 

 血縁係数は、基礎豚として系統造成された群を、「フジヨーク」も含め４群利用したので、第

一世代で 2.15%ありました。第五世代では 13.29%でした。第五世代の近交係数は、2.48%でした(図

５)。系統豚の近交係数が 15%程度になると、近交退化という現象が現れるといわれています。そ

れは、繁殖成績が低下したり、奇形が現れたりという現象です。この系統豚の維持群をできるだ

け長持ちさせるには、近交係数の上昇を抑えるように、適切な血縁管理を実施して、計画的な交

配を行うことが必要になります。 
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図５ 血縁係数、近交係数の推移 

 

おわりに 

今回、「フジヨーク２」が完成し、生産者、関係者に紹介する中で、系統造成豚は「静岡型銘

柄豚」生産農家しか利用できないと思われていた方も多くいました。実際に、系統豚普及を開始

した当時は、「静岡型銘柄豚」生産者も多く普及頭数も多い状況でした。しかし、現在は「静岡

型銘柄豚」生産農家も減少し、あるいは独自の銘柄を立ち上げるという方もおられます。そのよ

うな状況の中で、静岡県で完成させた種豚を、県民の役に立ててもらうためには、より多くの農

家の方に利用していただきたいと考えています。今後、利用方法も検討していきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いします。 
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